
2024.6 月号 162

百
年
先
を
見
通
し
た
新
幹
線
函
館
乗
入
れ

第14回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2004年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

札
幌
・
東
京
直
通
を
30
分
お
き

　

５
月
号
に
『
新
幹
線
乗
入
れ　

函
館
─
札

幌
59
分
、
札
幌
、
東
京
と
も
直
通
を
30
分
お

き
に
』
を
寄
稿
し
た
。

　

函
館
市
調
査
よ
り
所
要
時
間
は
大
幅
に
短

く
、
運
行
本
数
は
大
幅
に
多
い
。
函
館
―
新

函
館
北
斗
全
区
間
の
複
線
化
を
要
し
、
事
業

費
は
大
幅
増
と
な
る
が
、
百
年
先
を
見
通
し

て
実
行
す
る
価
値
大
と
し
た
。

れ
た
苦
労
と
労

力
、
早
い
話
が

費
用
と
比
べ
、

そ
れ
を
徹
底
的

に
使
い
回
す
の

に
必
要
な
付
加

費
用
は
決
し
て

高
額
で
な
い
。

　

図
の
よ
う
に
、

連
載
10
回
（
２

月
号
）『
苫
小

牧
で
幹
は
鉄
道
、

枝
葉
は
バ
ス
を
』

と
同
じ
イ
メ
ー

ジ
だ
。

鉄
道
が
函
館
の
未
来
を
開
く

　

札
幌
と
１
時
間
弱
、
東
京
と
３
時
間
少
し

で
一
日
中
30
分
お
き
に
結
ば
れ
る
と
は
画
期

的
な
こ
と
だ
。
さ
ら
に
函
館
─
新
函
館
北
斗

が
途
中
17
駅
と
な
り
、
こ
ち
ら
も
一
日
中
次

か
ら
次
に
列
車
が
来
る
。
連
載
７
回
（
23
年

11
月
号
）『
い
さ
り
び
鉄
道
の
有
効
な
利
用

促
進
策
』
に
書
い
た
よ
う
に
、
い
さ
り
び
鉄

道
も
平
地
の
続
く
上
磯
ま
で
は
徹
底
的
に
便

利
に
す
る
。

　

さ
ら
に
は
函
館
市
電
も
高
速
化
・
高
頻
度

化
し
た
い
。
市
電
の
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
基
本
機
能
で
あ
る
速
度
と
運
行
頻
度
は
昭

和
30
年
代
か
ら
進
化
し
て
い
な
い
。
決
し
て

批
判
で
は
な
な
く
、
函
館
全
体
の
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
一
気
に
進
化
さ
せ
る
中
で
、
市

電
も
進
化
さ
せ
た
い
。

　

以
上
の
提
案
に
よ
り
、
札
幌
と
８
往
復
、

東
京
と
５
往
復
の
新
幹
線
函
館
乗
入
れ
を
最

低
限
の
費
用
で
実
施
し
た
場
合
と
比
べ
、
利

用
者
数
は
３
倍
以
上
に
な
る
と
予
想
す
る
。

　

来
訪
者
が
増
え
観
光
振
興
が
進
む
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
地
域
内
及
び
他
拠
点
と
の
交

通
の
利
便
性
が
上
が
る
こ
と
は
、
函
館
全
体

の
生
産
性
が
上
が
る
こ
と
を
意
味
し
、
企
業

立
地
に
も
住
宅
立
地
に
も
大
き
く
プ
ラ
ス
に

な
る
。
５
月
号
記
事
に
書
い
た
よ
う
に
、
社

人
研
の
人
口
推
計
は
決
定
事
項
で
は
な
い
。

鉄
道
の
進
化
が
函
館
の
未
来
を
開
く
。

１㎞おきに駅を新設し快速と普通を高頻度運行し、
五稜郭と新函館北斗では函館乗入れ新幹線と接続

　

市
調
査
と
本
提
案
の
時
刻
表
案
を
、
実
際

に
東
京
か
ら
函
館
や
、
函
館
か
ら
札
幌
へ
移

動
す
る
こ
と
を
想
像
し
て
比
べ
て
み
て
欲
し

い
。
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
通
院
、
場
合
に
よ

っ
て
は
通
勤
・
通
学
に
お
い
て
、
使
い
勝
手

が
大
き
く
異
な
る
。

函
館
─
新
函
館
北
斗
は
宝
の
山

　

同
時
に
、
函
館
─
新
函
館
北
斗
17
・
９
㎞

は
駅
を
１
㎞
お
き
に
設
置
し
高
頻
度
運
行
と

す
る
こ
と
も
提
案
し
た
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
市
街
地
と
平
地
が
広
が
り
、

江
戸
時
代
に
は
北
海
道
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
都
市

だ
っ
た
函
館
の
中
心
街
と
鉄
道
と
１
本
で
繋

が
り
、
そ
れ
を
便
利
に
さ
え
す
れ
ば
大
い
に

発
展
で
き
る
宝
の
山
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

明
治
時
代
の
先
人
達
が
鉄
道
を
作
っ
て
く


